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研究成果の概要（和文）：本研究では鉱物混合層形成と歪み弱化における化学効果を明らかにするために、かん
らん石＋輝石の鉱物量比を変えた試料（輝石15%, 26%, 35%）を使ってかんらん岩の大変形を伴うねじり実験を
行った。
輝石の多い試料（輝石26%, 35%）では細粒鉱物混合層形成に伴い粒径は小さくなり、転位律速型の粒界すべりク
リープから、より歪み速度の粒径依存性が高い粒界すべりクリープへ変化することが分かった。一方輝石の少な
い試料（輝石15%）では強いかんらん石の結晶方位定向配列を持ち、変形メカニズムの変化は見られなかった。
この結果より変形に起因する物質拡散により細粒鉱物混合層が形成されると提案した。

研究成果の概要（英文）：To understand the effects of secondary minerals on changes in the mechanical
 properties of upper mantle rocks due to phase mixing, we conducted high-strain torsion experiments 
on aggregates of olivine + orthopyroxene (opx) with orthopyroxene volume fractions of fopx = 0.15, 
0.26, and 0.35. For samples with larger amounts of orthopyroxene, fopx = 0.26 and 0.35, the 
deformation mechanism changes as strain increases. In contrast, for samples with fopx = 0.15, no 
change in deformation mechanism occurs. 
The microstructures of samples with larger amounts of orthopyroxene provide insight into the change 
in deformation mechanism derived from the mechanical data. These mechanical and associated 
microstructural properties imply that rheological weakening due to phase mixing only occurs in the 
samples with larger fopx, which is an important constraint for understanding strain localization in 
the upper mantle of Earth.

研究分野： 岩石鉱物学

キーワード： かんらん岩　かんらん石　輝石　２相系　鉱物混合層　歪み弱化　剪断帯
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はかんらん岩ねじり実験を行い鉱物混合層形成と歪み弱化における化学効果を明らかにした。マントルの
代表的な鉱物であるかんらん石＋輝石系で鉱物量比の異なる多結晶体を用いて歪み速度、歪み量の違う実験を行
った。輝石の多い試料(fpx = 0.26)では歪み増加に伴い粒径依存型クリープで変形、歪み弱化が起きることが分
かった。一方輝石の少ない試料(fpx = 0.15,0)では歪み弱化は確認できなかった。実験により示唆された「変形
に起因する物質拡散により鉱物混合層が形成される」ならば、細粒化と歪み弱化の程度は応力と温度、岩石の化
学組成に依存する。この結果は地球のプレート強度を考える上で重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

プレートテクトニクスを起こすためには地球のプレート強度が 200MPa 以下である必要があ

る(Tackley, 2000 Science)。しかしプレートを構成する鉱物から予想される強度は、この値よりも

遥かに大きい 1000MPa 程度である(Kohlstedt et al., 1995 JGR)。そこでプレートテクトニクスを起

こすためには、プレート内に部分的に存在する歪み集中帯によりプレート強度を下げる必要が

ある。 
天然岩石の解析から(Drury et al, 1991 Pure Appl. Geophys.)歪み集中帯の外側では粗粒な岩石（粒
径~1mm）が粒径に依存しないクリープで変形しているのに対し、歪み集中帯の中心部では極細
粒な岩石（~10m）が粒径依存型クリープで変形し、歪みが集中することが分かっている。さら
に、この歪み集中帯の中心部では２種類以上の鉱物が均一に混ざった細粒鉱物混合層が観察さ
れるため、この混合層は歪み集中帯の強度を決めると考えられている。しかし、これまで大きな
歪みを伴う変形実験が技術的に難しかったために「どのように細粒鉱物混合層が形成され、歪みが
集中していくのか？」は未解決の問題として残されている。問題解決の糸口は、大変形の実験から
得られる高精度の力学データと詳細な変形組織解析、化学組成分析であると認識している。 
 
２．研究の目的 

歪み集中帯の細粒鉱物混合層形成と化学効果を明らかにすることを目的とする。 

変形に伴いどのように元素が移動し細粒鉱物混合層を形成、歪み弱化に至るのか、その熱力学

的条件を主に化学組成に注目して明らかにし、歪み集中帯の粘性モデルを構築する。 
 
３．研究の方法 

鉱物混合層形成には高歪みの変形が必要となる。そこで本研究では世界で唯一かんらん岩ね

じり実験が可能な米国ミネソタ大学 Kohlstedt 研のガス圧式試験機を用い実験を行った。鉱物混

合層形成と歪み弱化における化学効果を明らかにするために、マントルの代表的な鉱物である

かんらん石―輝石系を用い、かんらん石+輝石の鉱物量比を変えた試料（輝石 15%, 26%, 35%）

をそれぞれ作成した。 
 
４．研究成果 

鉱物量比の異なる多結晶体を用いて歪み速度、歪み量の違う実験を複数回行った。実験で得た

力学データから変形メカニズムを推定した。かんらん石 74%+輝石 26%の試料(fpx = 0.26)では歪

み増加に伴い応力指数(n)は減少し(図 1)粒径依存型クリープで変形、歪み弱化が起きることが分

かった。一方かんらん石 85%+輝石 15%の試料(fpx = 0.15)及び輝石を含まないかんらん石多結晶

体(fpx = 0)では歪み増加に伴い n は減少せず(図 1)粒径に依存しないクリープで変形し、歪み弱化

は確認できなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1:応力指数(縦軸)とせん断歪み(横軸)の関係 



実験試料を用いて鉱物混合層形成の素過程を考察した。輝石の量比が違う２つの試料を用い

高歪み 2500%の実験を行い輝石が多い（fpx = 0.26、試料中の SiO2が少ない）試料では細粒鉱物

混合層（~1m）が形成され(図 2A)、力学データでは歪み弱化が確認できた。一方輝石が少な

い（fpx = 0.15、SiO2が多い）試料では粗粒かんらん石（~10m）が観察され(図 2B) 力学データ

では歪み弱化は確認できなかった。 

細粒鉱物混合層が形成する理由について、かんらん石と輝石を主に構成する SiO2と酸化メタ

ル(MeO)の拡散速度の差に注目し「変形に起因する物質拡散」により MeO が圧縮応力方向から

引張応力方向に移動するために、細粒鉱物混合層が形成されると考察した。実験で得た輝石の

量比が異なる試料において歪み弱化と細粒鉱物混合層形成の有無が変わるという結果は、この

仮説と整合的である。実験により示唆された「変形に起因する物質拡散により鉱物混合層が形

成される」という仮定に基づけば、細粒化と歪み弱化の程度は応力と温度、岩石の化学組成に

依存すると考えられる。この結果は地球のプレート強度を考える上で重要な成果である。 

 

図２：歪み 2500%の変形組織。薄いかんらん石、濃い灰色：輝石(A) fpx = 0.26、試料中の SiO2が

少ない試料、(B) fpx = 0.15、試料中の SiO2が多い試料 
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